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校庭の桜のつぼみも膨らみ始め、本格的な春の到来を感じるようになりました。11日には、

第72回卒業証書授与式が行われ、３年生216名が立派な態度で、この勝田二中の学び舎を巣立
っていきました。引き続いて、本日は、令和５年度の修了式を無事迎えることができました。
今年度は、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が５類に移行されたことに伴い、少
しずつコロナ禍前の学校生活に戻ってきました。５月の体育祭や６月の３年生の修学旅行、１
年生の校外学習、９月の２年生の宿泊学習と予定どおりに実施できました。また、運動部の総
体では、本校からは女子卓球や水泳、ソフトボール（ROX）、柔道（舞鶴）において関東大会出
場を果たしました。更に、吹奏楽部やコーラス部も、各種大会ですばらしいステージ発表をし
ました。11月の合唱祭では、４年ぶりに保護者の皆様をお迎えしての開催で、すばらしい各学
年の発表を聴くことができました。 
この１年、生徒たちは、それぞれにアイディアを出し合い工夫し、前向きに全力でさまざま

な活動に取り組んできました。それらの活動をとおして、１年生は中学校生活にも慣れ、心身
ともに大きく成長しました。また、２年生は、最高学年という自覚を感じるほど頼もしく成長
しました。生徒たちは、たくさんの思い出や夢をもってそれぞれ進級します。今後も、新たな
目標を実現するために一層努力することを期待しています。ご家庭におかれましては、お子様と
この１年間を振り返っていただき、新たな学年での目標を明確にしていただければと思います。 
 最後に、１年間、本校の教育活動へのご理解とご協力に心から感謝申し上げます。誠にあり
がとうございました。 

（校長 豊田 敬慈） 
 
 

＜１年間を振り返って＞ 

 

【１年５組         】 

　ぼくは、この１年間を振り返って、変わったことが２つあります。
 １つ目は、きまりに対しての意識です。中学生になり、小学校のと
きよりも大人に近づき、守らなければならない校則やルールが増えま
した。そのため、ぼくは普段から服装や身だしなみに気をつかうよう
になり、きまりを守ろうとする意識が小学生のときよりも高まりまし
た。これからも、きまりを守り、安全で仲よく友達と生活していきた
いです。 
 ２つ目は、勉強への向き合い方です。中学生になると勉強が格段に

 難しくなり、授業を受けても分からないというところが増えていきました。そこで、ぼくは、今ま
 でよりもたくさん自主学習をやり、授業で分からなかったところを復習していくようにしました。
 その甲斐もあり、分からないところも次第に減っていき、不安なくテストを受けることがきました。
 これからも、分からないところをそのままにせず、勉強に取り組んでいきたいです。 
  ぼくは、あと10日ほどで２年生です。部活動では中堅学年になり、また、勉強も難しくなると
 思います。その他にも不安がありますが、１年生で経験し学んだことを２年生でもいかして、充実
 した中学校生活を送っていきたいです。 
 

【２年４組 　　　　　　　　】 
　私が、ひたちなか市立勝田第二中学校に入学してから約２年が経ち
ます。長いと思われた１年があっという間に過ぎ、２年４組でいられ
るのも今日が最後となりました。このような時の流れを感じながらも、
私には、学校生活で心に残っていることがたくさんあります。体育祭
や合唱祭では団結する力を、宿泊学習では仲間の尊さを感じ得ること
ができました。改めてふり返ってみると、、どの行事も仲間がいない
とできないという、共通のことに当たり前ですが気付き、このことの
大切さを改めて実感する１年でした。

　私は、去年、「今年の目標」を漢字１文字で頑張るの「頑」と表したことがあります。ふり返って
 みると、「テストでいい点を取りたい」や「何にでも本気で取り組みたい」などの思いが書かれて



 ありました。「テストでいい点を取りたい」という目標を達成するために、計画を立てて勉強した
 り、自分と向き合ってどうなりたいかを考えたりしました。その結果、点数に波があったテストも、
 少しずつ安定してきました。また、「何にでも本気で取り組みたい」という目標を達成するために、
 積極的になることを心がけました。係の仕事はもちろんのこと、委員会活動や当番など、様々なこ
 とに本気で取り組めたと思います。その思いをもって、私は生徒会の書記に立候補しました。自分
 でも驚いた行動でした。当然、初めてで不安になることがたくさんありました。今では、とても消
 極的で内気な去年の自分にはできないことだと考えます。自分の可能性は自分で切り開くことがで
 きることを知る、よい経験となり、私の１番の変化でした。 

また、所属する卓球部でも大きな大会に出場し、試合をすることが多くなりました。私は、先輩 
 から「１つの試合に１つの課題をもつことが大事」だと教わってきました。この言葉を聞いたとき
 は深く胸にささったのをよく覚えています。なぜなら、このことについて意識したことがなかった
 からです。今思うと、どんなことにも言える言葉です。３年生になると、勉強もより難しくなりま
 す。そして、部活動と総体を機に引退します。だからこそ、物事の１つ１つに課題をもち、悔いが
 残らないように過ごしていきたいと思います。中学校生活はあと１年です。今まで行ってきたこと
 を生かして、これからも目標を明確にして頑張ります。 

 
 

 

＜第72回卒業証書授与式 ～最後の学級活動～＞ 

　
　　３月11日（月）、３年生216名が、それぞれに夢や希望をもって、この勝田二中を卒業しました。
 式後の学級活動では、各担任から、未来へ羽ばたく３年生に向けて熱い思いが語られました。今後
 も、卒業生たちの多方面における活躍の知らせを楽しみにしています。 
 
 
 

＜令和６年度生徒会役員任命式＞ 

 　
　令和５年度修了式の前に、
令和６年度の生徒会役員の任
命式が行われました。 
 これから、学校の顔として、
仲間たちの中心となって、さ
まざまな学校行事等で活躍する
ことを期待しています。

 
 


